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	認定スクール運営における著作権理解

	
	

	認定スクールで各種教材を作成する際に必要な著作権に関する語句について以下にまとめました。適正な教材開発がなされるよう、本紙をご活用ください。

	記

	著作物…著作者が著作したもの。著作権法では、文芸・学術に関する著述のほか、音楽・絵画・建築・写真な
どの作品を含む (　※)

	
	

	転載
	…既刊の印刷物の文章・写真等を他の印刷物に移し載せること (　※)

	
	転載とは、“コピー”のことです。著作権法第30条では著作者の許可が不要な「私的使用のための複製」を認めていますが、その範囲を超えて著作者に無断で”複製”すると著作権法違反として権利侵害にあたります。

	
	

	引用
	…自分の説のよりどころとして他の文章や事例または古人の語を引くこと (　※)

	
	引用とは、一般に、他人の作品の一部を利用することです。著作権法第32条では、引用を次のように規定しています。
　「公表された著作物は、引用して利用することができる。この場合において、その引用は、公正な慣行に合致するものであり、かつ、報道、批評、研究その他の引用の目的上正当な範囲内で行われるものでなければならない」
では、適法な引用のためにはどのような条件を満たす必要があるのでしょうか。
引用は、次の条件を満たすことが必要となります。

1.引用するもとの文章（主）とされる側（従）の関係がはっきりしていること。
本文の内容が主体であり、引用された部分はそれと関連性があるものの付随的であるという、質的な意味での主従関係がなければなりません。また、量的にも、引用部分の方が本文より短いことが必要です。「アロマテラピー学雑誌に次のような記事があった」と書いて、あとはその記事を丸写しにしたものや、記事にごく短いコメントをつけただけのものは引用とはいえません。
2.引用する必然性があること。
本文に表現したい内容がしっかりとあって、その説明や補強材料として他の著作物を引いてく
る必要がなければなりません。
3.出所を明示し、引用部分を「　」で括るなど明瞭にわかるようにすること。

さらに、「出所の明示」も必要です。認定スクールにおいては、筆者名や編集者名、出版年（何版か）、書名、出版社、総頁数、引用箇所（何頁の何行目等）を明記してください。なお、これらの条件を満たせば著作者の許諾は必要ありません。

	
	

	
	

	
	

	参考
	…てらしあわせて考えること。自分の考えややり方を決める手がかりとすること。また、その材料 (　※)。

	
	“引用文献”は本文中で言及した文献を、“参考文献”は本文で言及していないが、執筆の過程全体を通して利用した文献を言います。

	
	

	出典
	…故事・成語・引用句などの出所である文献・書籍。また、その出所 (　※)。

	
	執筆に際して使用した文献を“出典”と言います。引用文献、参考文献がある場合は、きちんと明示しておくとよいでしょう。

	
	※出典：新村出　2018年1月12日　広辞苑第七版　(株)岩波書店
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